
委員会の責任に於いて、掲載を中止する場合があ
る。

七　抜刷等
刷抜と部５誌本、はてし対に者筆執の文論載掲　 02　

50部を贈呈する。抜刷の追加を希望する場合は、
初校返送時に追加所要部数を連絡すること。ただ
し、抜刷追加部数の実費は、本人負担とする。

　 八 『二松學舍大学人文論叢』掲載論文等の著作権に
ついて

作著の物作著のて全の等文論たれさ載掲に誌本　 12　
権は、原則として二松學舍大学人文学会に帰属す
る。

利的私を等文論の著自、が者作著、ちうの項前　 22　
用の範囲を超えて複製・転載等をすることは自由
である。
　ただし、著作者は、その旨を二松學舍大学人文
学会に書面にて通知し、かつ複製物及び転載先等
に出典として本誌名・号を明記しなければならな
い。

のもるす贈寄に会学本を等誌載転・物製複たま　
とする。

外以化ルタジデはたま誌本を物作著、が会学本　 32　
に印刷等するときは、本誌を通じ、あるいは個別
に著作者にその旨連絡し、必要に応じて協議によ
り措置するものとする。

おに任責の者作著、は理処題問るす関に権作著　 42　
いて処理するものとする。

　　　附　則
　本投稿及び執筆要項（内規）は平成９年６月26日よ
り施行する。
　本投稿及び執筆要項（内規）は平成12年７月８日よ
り一部改正施行する。
　本投稿及び執筆要項（内規）は平成19年10月１日よ
り一部改正施行する。
　本投稿及び執筆要項（内規）は平成22年６月17日よ
り一部改正施行する。
　本投稿及び執筆要項（内規）は平成22年12月15日よ
り一部改正施行する。
　本投稿及び執筆要項（内規）は平成23年７月７日よ
り一部改正施行する。
　本投稿及び執筆要項（内規）は平成27年12月５日よ
り一部改正施行する。

れる印刷費は、執筆者の負担とすることがある。
　19 　執筆者の責任で、校正が期限を越えて遅延し、

発刊に支障をきたすことが予想される場合、編集

五　原稿締切り・提出先
　14 　原稿締切りは、毎年４月末日・８月末日とする。
　15 　提出先は、国文学研究室・中国学研究室とする。
六　校正等
　16 　執筆者校正は、再校までとする。
　17 　校正時の加筆・訂正は、初校段階に限り、必要
　　最小限のものについてのみ認める。再校時の加筆・
　　訂正は、原則としてこれを認めない。
　18 　大幅に加筆・訂正された場合、その結果加算さ
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○二松学舎大学国際政経学会会則
（平成３年６月19日制定）

（名　称）
第１条　本会は二松学舎大学国際政経学会と称する。
（目　的）
第２条　本会は二松学舎大学において国際政治、国際
経済、国際経営及び国際関係法の理論と実際を研究
し、斯学ならびに関連学術の振興をはかることを目
的とする。
（事　業）
第３条　本会は前条の目的を達成するため次の事業を
行う。

の野分連関
び及法係関際国、国際経営、済経際国、治政際国　 １

調査と研究。
２　研究会及び講演会の開催。
３　機関誌及びその他の刊行物の発行。
４　本会と目的を同じくする諸団体との連絡と交流。
５　その他、本会の目的を達成するための事業。
（所在地）
第４条　本会は事務局を東京都千代田区三番町６番地
16号、二松学舎大学国際政治経済学部に置く。
（会　員）
第５条　会員を分けて、正会員、準会員、賛助会員及
び学生会員とする。

任専の部学済経治政際国学大舎学松二は員会正　 一　
教員とする。

員委営運りよに薦推の上以名２員会正は員会準　 二　
会と総会の承認を得た者とする。

者るえ与を助援の別特に業事の会本は員会助賛　 三　
について運営委員会においてこれを推薦し、かつ
総会の承認を得た者とする。

学済経治政際国院学大学大舎学松二は員会生学　 四　
研究科及び、二松学舎大学国際政治経済学部に学
生として在籍する者とする。

けなし入納を費会りよにろことるめ定に別は員会　 ２
ればならない。会員は前項に定める資格に応じて、
本会から便益を受ける。
（役　員）
第６条　本会に次の役員を置く。
　一　会長　　　　　１名
　二　運営委員　　　若干名
　三　監事　　　　　１名

会、しと長部学済経治政際国学大舎学松二は長会　 ２
長は本会を代表し、会務を総括する。会長は本会の
運営委員長を兼ねる。

をれこが長会らか中の員会正は事監び及員委営運　 ３
委嘱する。運営委員は会長を補佐し、研究、編集、
庶務及び会計の業務を分掌する。監事は事業の執行
及び資産状況を監督する。
（役員の任期）
第７条　役員の任期は２年とする。但し再任を妨げない。

期任残の者任前は期任の員役たし任就りよに欠補　 ２
間とする。

（議　長）
第８条　会長は運営委員会及び総会を招集し、これら
の会の議長となる。

治政際国学大舎学松二はに合場るあの故事が長会　 ２
経済学部学科主任又は会長の指名する運営委員がこ
れを代理する。
（運営委員会）
第９条　運営委員は運営委員会を組織し、会務を処理
する。
２ 　運営委員会は構成員の２分の１以上の出席を要し、
議事は出席者の過半数でこれを決する。
３　賛否同数のときは議長の裁定による。
（運営委員会の招集）
第10条　運営委員会は毎年１回これを招集する。但し、
会長が必要と認めたときは随時これを招集すること
ができる。
（運営委員会の議事事項）
第11条　運営委員会の議決すべき事項は次の通りであ
る。
　一　会則及び細則の変更に関すること。
　二　収支予算及び事業計画に関すること。
　三　収支決算及び事業報告に関すること。
　四　総会に提出する議案に関すること。

に務会要重ため認と要必が会員委営運、他のそ　 五　
関すること。

（総会の招集）
第12条　総会は正会員をもって構成し、毎年１回これ
を招集して会務の報告を受け、これを審議する。但
し会長が必要と認めたときは随時これを招集するこ
とができる。（定期総会は原則として毎年４月に開
催する。）
（総会の議決事項）
第13条　総会は運営委員会が第11条の規定に従って議
決した事項について報告を受け、これを審議し、そ
の承認を議決するものとする。

議、し要を席出の上以１の分２の員会正、は会総　 ２
決は出席者の過半数でこれを決する。
（研究委員会、編集委員会）
第14条　本会に研究委員会及び編集委員会を置く。

並会究研び及施実と画計の究研査調は会員委究研　 ２
びに講演会の開催運営に関することを掌る。
３ 　編集委員会は機関誌及びその他の刊行物に関する
ことを掌る。
（研究・編集委員会の長と委員）
第15条　前条に定める委員会に、それぞれ委員長１名
及び委員若干名を置く。

委をれこが長会らか中の員委営運は長員委の項前　 ２
嘱する。委員は運営委員である者の中から、委員長
と協議の上、会長がこれを委嘱する。各委員長は、
当該委員の中から委員会幹事１名を委嘱することが
できる。
（事務局長）
第16条　本会に事務局長を１名置く。事務局長は、会
長が運営委員の中からこれを委嘱する。事務局長は
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－　35　－

運営委員である者の中から事務局長補佐１名を委嘱
することができる。

（会計委員）
第17条　本会に会計委員１名を置き、会長が運営委員
の中からこれを委嘱する。

（特別役員会）
第18条　本会の事業の運営を円滑にするため特別役員
会を設ける。

２ 　特別役員会は本会の第８条の２に定める学科主
任、第15条に定める委員会の委員長、同幹事、第16
条に定める事務局長、同補佐、第17条に定める会計
委員及び監事を以て構成する。

３ 　特別役員会は、会長が認めたときに随時会合し、
当面の議事を審議する。

（経　費）
第19条　本会の経費は会員の会費、助成金及び寄付金
により、これを支弁する。

２　経費に余剰があったときは翌年度経費に繰り越す。
（会計年度）
第20条　本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、
翌年３月31日に終わる。

（会則の変更）
第21条　本会則は運営委員会委員の過半数の同意を得
た上、正会員の２分の１以上の出席のある総会にお
いて、出席した正会員総数の過半数の賛成を得なけ
れば変更することはできない。

　　　附　則
　１．本会則は平成３年６月19日より施行する。
　２．本会則は平成７年４月１日より改正施行する。
　３．本会則は平成24年４月１日より改正施行する。

細　則
１　会則第５条２第１文の会費は次の通りとする。
　一　正会員は年額6,000円とする。
　二　準会員は年額5,000円とする。
　三 　学生会員は大学院在籍者年額3,000円、学部在

籍者年額2,000円とし、入学時に修了・卒業まで
の会費を一括納入するものとする。

２　会則第５条２第２文の便益は次の通りとする。
（正会員）

学て得を認承の会員委究研　 ⑴　一　 会の主催する研
究発表会において研究報告を行うこと。

いおに誌関機会学て得を認承の会員委集編　 ⑵　　　
て研究成果を発表すること。

　　　⑶　学会機関誌の配布を受けること。
　　　⑷　研究・教育助成に応募すること。
　　　⑸　学会室を利用すること。
（準会員）

研るす催主の会学て得を認承の会員委究研　 ⑴　二　
究発表会に参加し、研究報告を行うこと。

　　　⑵ 　編集委員会の承認を得て学会機関誌におい
て研究成果を発表すること。

　　　⑶　学会機関誌の配布を受けること。
　　　⑷　学会室を利用すること。

（賛助会員）
　三　⑴　学会の機関誌の配布を受けること。

特、てっよに定決の会総びよお会員委営運　 ⑵　　　
別な処遇を受けること。

（学生会員）
講るす催主の会学て得を認承の会員委究研　 ⑴　四　

演会に出席すること。
　　　⑵　学会の機関誌を無償で受領すること。
　　　⑶　学会の提供する教育上の補助を受けること。
３　１ ．会則第６条１二に定める運営委員は当分の間、

二松学舎大学国際政治経済学部の教授会の構成
員とする。

授会の機教は会員委営運るめ定に条01第則会． ２　　
会に付随してこれを開催することができる。

際国学大舎学松二は会総るめ定に条21第則会． ３　
　 政治経済学部教授会の機会に付随してこれを開

催することができる。
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